
３．本計画におけるスポーツの定義について

　■豊島区のスポーツの定義について

　■豊島区のｅスポーツの考え方について

４．計画の期間
　本計画の計画期間は、令和7年度（2025年度）から令和16年度（2034年度）までの10年
間とします。ただし、社会情勢の変化などを踏まえ、前期5年の最終年度となる令和11年度

（2029年度）の時点で中間見直しを行うことを想定しています。

※1   エレクトロニック・スポーツの略で、広義には、電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉であ
り、コンピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名称です。本計画では区
としてのｅスポーツの考え方を示し、区の考え方に基づいた施策を展開しています。

　ルールに基づいて勝敗や記録を競う競技性のスポーツだけでなく、健康づくり
や介護予防のためのウォーキング、トレーニング、軽い体操をはじめ、意識的に
行う日常生活の中の階段の昇り降りや散歩、サイクリング、レクリエーションな
ど、自発的に楽しむ運動をスポーツとして扱います。

　スポーツの要素が高く、誰でも気軽に楽しめる身体活動を伴い、心身ともに健
康の維持増進につながるものを豊島区のｅスポーツ※1 として捉えます。
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図表１【豊島区の人口の推移】　 図表2【各区の人口密度の推移】

図表3【豊島区の将来人口推計】

出典：豊島区未来戦略推進プラン2024 出典：【人口】東京都の統計、【面積】特別区の統計
（としま政策データブック2024）

出典：豊島区基本構想・基本計画

第２章　豊島区のスポーツを取り巻く現状と課題

１．豊島区における社会情勢の変化

■人口の推移と人口密度
　平成９年を底に平成14年まで増加傾向が続いていた区の人口は、平成15年、平成16年の
２年間一時的に減少しました。その後、平成17年には再度増加に転じ、令和２年まで増加し
続けました。令和3年、令和4年と減少しましたが、その後再び増加に転じ令和6年1月時点
では291,650人となっています。今後も緩やかに増加し、令和26年をピークに減少する見込
みとなっています。また、区の人口密度は令和6年1月現在22,417人/㎢となっており、日
本一の人口密度の高さになっています。

6

図表4【豊島区の世帯類型別推移】 図表5【単独世帯とファミリー世帯の割合】

出典：令和2年国勢調査（豊島区未来戦略推進プラン2024） 出典：令和2年国勢調査（豊島区未来戦略推進プラン2024）

■世帯類型別の推移
　区の世帯数は、平成7年に125,563世帯まで減少したあと、令和2年まで一貫して増
え続けています。
　世帯類型別にみると、「単独世帯」「ファミリー世帯」「夫婦のみの世帯」すべての世帯類型で
世帯数が増加しています。特に「単独世帯」の増加が著しく、全世帯に占める割合は令和2年
で約64％となっています。一方、「ファミリー世帯」は増えているものの、その割合は20.9％
となっています。
　23区の中で比較すると、「単独世帯」の割合は新宿区、渋谷区に次いで高く、「ファミリー世
帯」の割合は新宿区、渋谷区、中野区に次いで低くなっています。

7

第２章 豊島区のスポーツを取り巻く現状と課題 2



300,000

290,000

280,000

270,000

260,000

250,000

240,000

230,000

220,000
55　　60　　 2　　 7　　 12　　17　　22　　27　　 2　　（年）
昭和　　　　　  平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和

（各年1月1日現在）（人）

人口（含む外国人）

日本人住民のみ

282,850

273,769

266,126

251,353

246,505
273,769

250,967

253,891

263,212

275,507

291,650

279,094

268,042

251,969

236,009

273,769 234,638
235,357

244,646

260,574

290,246

258,918

令和６年1月1日

0

5,000

10,000

15,000

20,000

S60 63 H3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 R3 R6

(人/k㎡) 豊島区
22,417人/k㎡

荒川区
21,581人/k㎡

中野区
21,641人/k㎡

荒川区

（各年1月1日現在・住民基本台帳及び外国人登録※）

千代田区

新宿区

※人口密度＝人口総数/面積
※人口総数について、平成24年以前は、住民基本台帳による日本人住民数に外国人登録者数を加えている。
住民基本台帳法の改正（H24.7）以降は、住民基本台帳による日本人住民数及び外国人住民数を用いている。

(年)

板橋区

練馬区

渋谷区

中央区

港区

中野区

豊島区

杉並区

人口密度の推移

294,644

303,529

309,225

311,928 2044（R26）年

312,677

312,511

308,156

図表１【豊島区の人口の推移】　 図表2【各区の人口密度の推移】

図表3【豊島区の将来人口推計】

出典：豊島区未来戦略推進プラン2024 出典：【人口】東京都の統計、【面積】特別区の統計
（としま政策データブック2024）

出典：豊島区基本構想・基本計画

第２章　豊島区のスポーツを取り巻く現状と課題

１．豊島区における社会情勢の変化

■人口の推移と人口密度
　平成９年を底に平成14年まで増加傾向が続いていた区の人口は、平成15年、平成16年の
２年間一時的に減少しました。その後、平成17年には再度増加に転じ、令和２年まで増加し
続けました。令和3年、令和4年と減少しましたが、その後再び増加に転じ令和6年1月時点
では291,650人となっています。今後も緩やかに増加し、令和26年をピークに減少する見込
みとなっています。また、区の人口密度は令和6年1月現在22,417人/㎢となっており、日
本一の人口密度の高さになっています。

6

図表4【豊島区の世帯類型別推移】 図表5【単独世帯とファミリー世帯の割合】

出典：令和2年国勢調査（豊島区未来戦略推進プラン2024） 出典：令和2年国勢調査（豊島区未来戦略推進プラン2024）

■世帯類型別の推移
　区の世帯数は、平成7年に125,563世帯まで減少したあと、令和2年まで一貫して増
え続けています。
　世帯類型別にみると、「単独世帯」「ファミリー世帯」「夫婦のみの世帯」すべての世帯類型で
世帯数が増加しています。特に「単独世帯」の増加が著しく、全世帯に占める割合は令和2年
で約64％となっています。一方、「ファミリー世帯」は増えているものの、その割合は20.9％
となっています。
　23区の中で比較すると、「単独世帯」の割合は新宿区、渋谷区に次いで高く、「ファミリー世
帯」の割合は新宿区、渋谷区、中野区に次いで低くなっています。

7

第２章 豊島区のスポーツを取り巻く現状と課題 2



図表7【年齢別豊島区の将来人口推計】 図表8【高齢者人口における一人暮らし割合の推移】

図表6【豊島区の年齢別の人口の推移】

出典：豊島区未来戦略推進プラン2024

出典：豊島区基本構想・基本計画
出典：令和2年国勢調査

（豊島区高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画）

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（人）

令和７年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

令和22年
（2040）

令和25年
（2043）

令和27年
（2045）

令和32年
（2050）

25,912 25,370 24,395 24,435 24,679 24,838 24,864

212,465

24,147

32,120

294,644

221,513

24,859

31,787

303,529

225,560

29,181

30,089

309,225

223,330

33,947

30,216

311,928

221,137

35,451

31,386

312,653

219,181

35,697

32,795

312,511

212,659

34,514

36,119

308,156

 年少人口（0～14歳）　　  生産年齢人口（15～64歳）　　  老年人口①（65～74歳）　　  老年人口②（75歳以上）

30.4 31.0 
32.4 33.8 35.6 

22.4 23.7 
25.7 

27.0 28.4 

20.3 21.7 
23.6 24.6 26.1 

13.8 15.1 16.4 
17.7 

19.0 

10

15

20

25

30

35

40

2000
(H12年)

2005
(H17年)

2010
(H22年)

2015
(H27年)

2020
(R2年)

豊島区 23区 東京都 全国

（%）

■少子高齢化の進行
　年齢構成別の人口の推移をみると、0 ～ 14歳は平成19年以降増加傾向にありましたが、令
和4年に減少となりました。15 ～ 24歳は令和3年以降微減が続いています。40 ～ 64歳は
平成20年以降一貫して人口が増加し続けています。65歳以上は平成31年以降減少が続いて
いる一方で、75歳以上は増加傾向が続いており、高齢者人口における後期高齢者の割合が増
加しています。

　令和17年以降、15 ～ 64歳が減少していく一方で、75歳以上の高齢者が増加する見込み
となっています。また、令和2年の国勢調査では「単独世帯」の65歳以上の高齢者が35.6％
と日本一高い割合となっています。
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図表9【豊島区身体障害者手帳所持者数】

図表10【豊島区愛の手帳所持者数】

出典：豊島区の社会福祉を基に作成
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■障害者の現況
　本区の身体障害者手帳所持者数は、令和5年度現在6,036人となっています。平成27年度
より減少が続いており、65歳以上の割合が60%以上となっています。障害部位別では肢体不
自由が4割ほどを占め、内部障害がこれに続いています。

　愛の手帳所持者数は、令和5年度現在1,279人となっています。年々増加している傾向が
見られ、18歳以上の割合が79%となっています。

　障害者も気軽に参加することができるイベントの実施などを通じて、障害者も安心してス
ポーツに親しむことができる環境を整えていくことが重要となっています。
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図表 12【国籍別の人口の推移】

図表11【外国籍の方々の人口の推移】

出典：としま政策データブック2024

出典：としま政策データブック2024
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※平成24年以前は外国人登録者数を、住民基本台帳法の改正（H24.7）以降は住民基本台帳による外国人住民数を

用いている。

■外国籍の方々の増加
　本区に在住している外国籍の方々は、増加と減少を繰り返し令和５年以降は増加となり、令
和６年は過去最高となる 32,732人となりました。国籍は、中国・ミャンマー・ネパール・ベ
トナムなど100か国を超える国と地域に広がり、異なる言語・文化・習慣を背景とする外国
籍の方々が暮らしています。

　外国籍の方々が数多く生活している本区の特性を生かし、スポーツを通じて様々な人や生
活スタイルを認め合う多様性の文化が広がり、人と人がお互いのことを分かり合い、支え合
うことができる共生社会の実現に向けた取組が重要となっています。
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図表13【行政がｅスポーツ事業に取り組むことについての印象】

出典：「地域課題の解決に向けたｅスポーツの可能性に関する調査研究報告書」
（2024 年３月、公益財団法人東京都市町村自治調査会）を基に作成（東京都スポーツ推進総合計画）
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【事業の目的】

■多様なスポーツ機会の創出
　近年、同時期に複数の競技種目を実施するマルチスポーツに関する取組が注目されてきて
います。スポーツに触れる機会を増やし、スポーツを楽しく続けていくことができる環境を
整えていくため、個人のニーズに応じながら多様なスポーツに親しむことができる機会や環
境を構築していくことが重要となっています。複数の競技種目を経験することは身体機能の
向上やケガの防止につながるだけでなく、複数のコミュニティへの所属を通じて、自身の社
会性や協調性等を育む機会となります。
　スケートボード、スポーツクライミングなどのアーバンスポーツ※2 は国際大会などの大舞
台で正式種目として採用され、若い世代も数多く参画するスポーツとして、今後より注目を
集めていくと考えられています。また、VR※3 やAR※4 など最新のデジタル技術を活用したｅ
スポーツについても注目が高まっており、行政が事業として取り組むことについて肯定的な
印象が6割以上を占めるという調査結果も出ています。

　本計画では、本区におけるｅスポーツの考え方を明記しています。スポーツに関する施策
を展開していくなかで、ｅスポーツを効果的に活用しながら、子どもから高齢者、障害者が
スポーツに親しむ機会を充実させ、健康づくりや人と社会のつながりを生む取組を進めてい
きます。

※2  都市型スポーツのことを言います。BMX、スケートボード、パルクール、ブレイクダンスなど、都市などの限られ
た場所での開催が可能なスポーツを指します。

※3  仮想現実（Virtual Reality）のことを言います。コンピューターによって創り出された仮想的な空間などを現実であ
るかのように疑似体験できる仕組みを指します。

※4  拡張現実（Augmented Reality）のことを言います。仮想空間の情報やコンテンツを現実世界に重ね合わせて表示す
ることなどにより、現実を拡張する技術や仕組みを指します。
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図表 12【国籍別の人口の推移】

図表11【外国籍の方々の人口の推移】
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出典：第3期スポーツ基本計画

出典：第3期スポーツ基本計画

２．国や東京都の動向

■第３期スポーツ基本計画
　国は、スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な計画として

「第3期スポーツ基本計画」を令和4年3月に策定しました。同計画は全ての人が自発的にス
ポーツに取り組むことで自己実現を図り、スポーツの力で輝くことにより、前向きで活力あ
る社会と、絆の強い社会を目指しています。今後のスポーツの在り方を見据え、令和４年度

（2022年度）から令和８年度（2026年度）までの５年間で国が取り組むべき施策や目標等を
定めた計画となっています。

第3期スポーツ基本計画におけるスポーツの捉え方

第3期スポーツ基本計画における３つの新たな視点

　国民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現できる社会を目指すために、以
下に示す3つの新たな視点が重要とされています。
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出典：東京都スポーツ推進総合計画

出典：東京都スポーツ推進総合計画

【スポーツの範囲】

【ｅスポーツの概念図】

■東京都スポーツ推進総合計画
　東京都は、未来の東京を見据え、スポーツ振興の観点から東京都として目指すべきビジョ
ンと、その実現に向けた基本方針及び施策展開の方向性を示す「東京都スポーツ推進総合計
画」を令和7年3月に策定しました。令和７(2025)年度から令和12(2030)年度までの６年間
を計画期間として、更なるスポーツ推進につなげていくとしています。

スポーツの捉え方①

スポーツの範囲について  
　平成30（2018）年３月に策定された前計画
では「ルールに基づいて勝敗や記録を競う活
動だけでなく、余暇や仕事の時間を問わず健
康を目的とする身体活動や、遊びや楽しみを
目的とした身体活動（相応のエネルギー消費
を伴うもの）まで、幅広く捉えていく」として
います。新たな計画における「スポーツ」の範
囲についても、前計画と同様にスポーツを幅
広く捉えていきます。

スポーツの捉え方②

ｅスポーツについて  
　近年、ｅスポーツが広がりを見せています。
ＩＯＣの「オリンピック・アジェンダ2025＋５」
によると、スポーツ競技をコンピュータゲー
ム化した「バーチャルスポーツ 」とそれ以外
の「ビデオゲーム 」に区別されますが、一般
に、これらを使った対戦競技を総称して「ｅス
ポーツ」と呼ばれています。
　今後の情勢の変化を踏まえ、ｅスポーツの
課題や効用等について調査するなど、都のス
ポーツ振興におけるｅスポーツの活用の在り
方について検証を行っていきます。
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【東京都スポーツ推進総合計画の体系】

出典：東京都スポーツ推進総合計画

【スポーツ参画の方法】

出典：東京都スポーツ推進総合計画

野球や陸上競技といった競技ス
ポーツ、ストレッチなどの運動、
気晴らしの散歩、計画的 ・継続
的に実施している身体活動など

直接現地又はテレビやインター
ネット等で観戦

「応援する」ことはスポー ツを
「する」「みる」「支える」の入り

口となる参画の方法といえる。

スポー ツボランティア、試合
の審判監督、コー チ、イベント・
大会の運営など

基本理念と将来のビジョン

　スポーツを取り巻く環境変化やスポーツの意義・価値を捉え、同計画の基本理念を「誰もが
スポーツを楽しむ東京を実現し、一人ひとりのウェルビーイングを高め、社会を変革する」と
し、基本理念の下、将来目指す「スポーツフィールド・東京」の姿をビジョンとして設定して
います。

スポーツへの参画方法

　スポーツへの参画の方法には「する」「みる」「支える」があり、「応援する」こともスポーツ
への入り口となる参画の方法と捉え、スポーツへの積極的な参画を促すことで、充実感・幸
福感をより得られるようにしていきます。
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図表14【スポーツ実施率の推移】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査、
東京都スポーツ推進総合計画を基に作成

図表15【過去のスポーツ実施率との比較】
（年代別の週１日以上スポーツを実施する割合）

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査を基に作成
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３．豊島区のスポーツに関する現状と課題
　スポーツ推進計画の改定にあたり、区民のスポーツに関する意識や活動の実態等を把握す
るため令和５年度に「豊島区民のスポーツに関する意識調査（以下、意識調査という）」を実施
しました。意識調査や本区のスポーツに関する動向などを踏まえ、スポーツに関する現状と
課題を整理しています。

■スポーツをする
スポーツの実施率

現 状

・週1日以上スポーツを実施する18歳以上の割合　⇒　59.6％※5

・週1日以上スポーツを実施する障害のある20歳以上の割合　⇒　32.5％※6

　週１日以上スポーツを実施する18歳以上の割合は、前回調査を行った平成24年以降、下降
していましたが、令和３年度以降は上昇し、令和５年度に行った意識調査では59.6％と、平
成24年の前回調査より9.4%上昇しており、スポーツの実施に前向きな傾向が結果として表
れています。しかしながら、2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標値である70％
には2025年の時点で届いていない状況です。

※5 当課実施 令和５年度「豊島区民のスポーツに関する意識調査」より
※6 スポーツ庁実施 令和５年度「障害児・者のスポーツライフ調査」より
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【東京都スポーツ推進総合計画の体系】

出典：東京都スポーツ推進総合計画

【スポーツ参画の方法】

出典：東京都スポーツ推進総合計画

野球や陸上競技といった競技ス
ポーツ、ストレッチなどの運動、
気晴らしの散歩、計画的 ・継続
的に実施している身体活動など

直接現地又はテレビやインター
ネット等で観戦

「応援する」ことはスポー ツを
「する」「みる」「支える」の入り

口となる参画の方法といえる。

スポー ツボランティア、試合
の審判監督、コー チ、イベント・
大会の運営など

基本理念と将来のビジョン

　スポーツを取り巻く環境変化やスポーツの意義・価値を捉え、同計画の基本理念を「誰もが
スポーツを楽しむ東京を実現し、一人ひとりのウェルビーイングを高め、社会を変革する」と
し、基本理念の下、将来目指す「スポーツフィールド・東京」の姿をビジョンとして設定して
います。

スポーツへの参画方法

　スポーツへの参画の方法には「する」「みる」「支える」があり、「応援する」こともスポーツ
への入り口となる参画の方法と捉え、スポーツへの積極的な参画を促すことで、充実感・幸
福感をより得られるようにしていきます。
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図表14【スポーツ実施率の推移】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査、
東京都スポーツ推進総合計画を基に作成

図表15【過去のスポーツ実施率との比較】
（年代別の週１日以上スポーツを実施する割合）

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査を基に作成

49.0
52.0

（%）

３．豊島区のスポーツに関する現状と課題
　スポーツ推進計画の改定にあたり、区民のスポーツに関する意識や活動の実態等を把握す
るため令和５年度に「豊島区民のスポーツに関する意識調査（以下、意識調査という）」を実施
しました。意識調査や本区のスポーツに関する動向などを踏まえ、スポーツに関する現状と
課題を整理しています。

■スポーツをする
スポーツの実施率

現 状

・週1日以上スポーツを実施する18歳以上の割合　⇒　59.6％※5

・週1日以上スポーツを実施する障害のある20歳以上の割合　⇒　32.5％※6

　週１日以上スポーツを実施する18歳以上の割合は、前回調査を行った平成24年以降、下降
していましたが、令和３年度以降は上昇し、令和５年度に行った意識調査では59.6％と、平
成24年の前回調査より9.4%上昇しており、スポーツの実施に前向きな傾向が結果として表
れています。しかしながら、2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標値である70％
には2025年の時点で届いていない状況です。

※5 当課実施 令和５年度「豊島区民のスポーツに関する意識調査」より
※6 スポーツ庁実施 令和５年度「障害児・者のスポーツライフ調査」より
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図表16【運動やスポーツを行っていない理由】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表17【全国の障害者のスポーツ実施率の推移】

出典：スポーツ庁実施 障害児・者のスポーツライフ調査を基に作成

n=631

53.6%

16.5%

5.7%

24.2%

28.2%

8.9%

23.9%

24.1%

7.3%

6.7%

15.4%

8.6%

5.4%

7.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事などが忙しくて時間が取れない (n=338)

場所や施設がない (n=104)

指導者がいない (n=36)

一緒に行う仲間がいない (n=153)

体調や体力に不安がある (n=178)

スポーツの技能や技術に不安がある (n=56)

スポーツにかけるお金に余裕がない (n=151)

スポーツが好きではない (n=152)

スポーツを行う際の参加方法や申込方法がわからない (n=46)

大会やスポーツ教室などの情報がない (n=42)

スポーツ施設の場所や利用の仕方がわからない (n=97)

新型コロナウイルス感染症によるスポーツに対する意識の変化 (n=54)

特に理由はない (n=34)

その他 (n=45)

無回答 (n=6)

31.0

12.0

（%）

　スポーツの実施率について年代別にみると、特に行っていない割合が高いのは20代～ 40
代であり、行っていない理由として「仕事や家事などが忙しくて時間が取れない」が53.6％と
最も高く、次いで「体調や体力に不安がある」が28.2％となっています。

　また、週1日以上スポーツを実施する障害のある20歳以上の割合は、32.5％となっていま
す。2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標値である30％には到達しましたが、引
き続き障害者がスポーツを行うことができる体制を整え、スポーツ活動を支援していくこと
が大切です。

　更なるスポーツ実施率の向上のため、誰もが気軽にスポーツに親しむことができる機会の
充実や、スポーツ実施環境の整備、身近なスポーツ施設の利用促進や充実が課題となってい
ます。

課 題
■誰もが気軽にスポーツに親しむことができる機会の充実
■障害者も楽しめるスポーツの促進
■スポーツ実施環境の整備
■身近なスポーツ施設の利用促進や充実
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■スポーツをみる
スポーツの観戦状況

現 状
　過去1年間に観戦したスポーツについては、「野球・ソフトボール」が45.9%と最も高くなっ
ています。次いで「特に観戦しなかった」が30.8％となっています。しかしながら、東京2020
オリンピック・パラリンピック競技大会での観戦状況は、「テレビ、ラジオ、インターネット
などで観戦した」が66.9％となっており、オリンピック・パラリンピックなどの大規模な国
際大会等への興味関心が高いことが見て取れます。

図表18【過去１年間に観戦したスポーツの種類】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表19【東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へのかかわり方】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

n=1,833

24.4%

2.2%

0.6%

4.4%

5.7%

13.8%

45.9%

12.2%

7.6%

10.0%

22.2%

0.5%

27.5%

14.2%

0.3%

1.3%

0.0%

6.4%

0.3%

6.2%

1.4%

2.5%

30.8%

3.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

陸上・マラソン・駅伝 (n=447)

自転車（BMX含む） (n=41)

ローラースケート・インラインスケート・一輪車 (n=11)

体操（エアロビクス、新体操、トランポリン等）(n=81)

ダンス・チアリーディング・バトントワリング (n=104)

水泳（競泳、水球、飛び込み、アーティスティックスイミング等）(n=253)

野球・ソフトボール (n=841)

テニス・バドミントン・卓球 (n=223)

ゴルフ・グラウンドゴルフ (n=140)

バレーボール・ビーチバレーボール・ソフトバレーボール (n=184)

バスケットボール・ポートボール (n=407)

ハンドボール・ドッジボール (n=9)

サッカー・フットサル (n=504)

ラグビー・アメリカンフットボール・タグラグビー (n=261)

グラウンドホッケー・ラクロス (n=6)

ボウリング (n=24)

ゲートボール (n=0)

柔道・剣道・空手・テコンドー・ボクシング (n=118)

アーチェリー・弓道・射撃・クレー射撃 (n=6)

スキー・スノーボード・スケート (n=113)

サーフィン (n=25)

パラスポーツ（車いすバスケットボール・車いすテニス等）(n=46)

特に観戦しなかった (n=565)

その他 (n=57)

無回答 (n=18)

n=1,833

その他

11

0.6%

無回答

14

0.8%

テレビ、ラジオ、
インターネット
などで観戦した

1,226

66.9%

ボランティアと
して参加した

15

0.8%

大会の気運醸成
イベントに参加した

11

0.6%

仕事を通じて
関わった

45

2.5%
特に関わら

なかった

511

27.9%
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図表16【運動やスポーツを行っていない理由】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表17【全国の障害者のスポーツ実施率の推移】

出典：スポーツ庁実施 障害児・者のスポーツライフ調査を基に作成

n=631

53.6%

16.5%

5.7%

24.2%

28.2%

8.9%

23.9%

24.1%

7.3%

6.7%

15.4%

8.6%

5.4%

7.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事などが忙しくて時間が取れない (n=338)

場所や施設がない (n=104)

指導者がいない (n=36)

一緒に行う仲間がいない (n=153)

体調や体力に不安がある (n=178)

スポーツの技能や技術に不安がある (n=56)

スポーツにかけるお金に余裕がない (n=151)

スポーツが好きではない (n=152)

スポーツを行う際の参加方法や申込方法がわからない (n=46)

大会やスポーツ教室などの情報がない (n=42)

スポーツ施設の場所や利用の仕方がわからない (n=97)

新型コロナウイルス感染症によるスポーツに対する意識の変化 (n=54)

特に理由はない (n=34)

その他 (n=45)

無回答 (n=6)

31.0

12.0

（%）

　スポーツの実施率について年代別にみると、特に行っていない割合が高いのは20代～ 40
代であり、行っていない理由として「仕事や家事などが忙しくて時間が取れない」が53.6％と
最も高く、次いで「体調や体力に不安がある」が28.2％となっています。

　また、週1日以上スポーツを実施する障害のある20歳以上の割合は、32.5％となっていま
す。2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標値である30％には到達しましたが、引
き続き障害者がスポーツを行うことができる体制を整え、スポーツ活動を支援していくこと
が大切です。

　更なるスポーツ実施率の向上のため、誰もが気軽にスポーツに親しむことができる機会の
充実や、スポーツ実施環境の整備、身近なスポーツ施設の利用促進や充実が課題となってい
ます。

課 題
■誰もが気軽にスポーツに親しむことができる機会の充実
■障害者も楽しめるスポーツの促進
■スポーツ実施環境の整備
■身近なスポーツ施設の利用促進や充実
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■スポーツをみる
スポーツの観戦状況

現 状
　過去1年間に観戦したスポーツについては、「野球・ソフトボール」が45.9%と最も高くなっ
ています。次いで「特に観戦しなかった」が30.8％となっています。しかしながら、東京2020
オリンピック・パラリンピック競技大会での観戦状況は、「テレビ、ラジオ、インターネット
などで観戦した」が66.9％となっており、オリンピック・パラリンピックなどの大規模な国
際大会等への興味関心が高いことが見て取れます。

図表18【過去１年間に観戦したスポーツの種類】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表19【東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へのかかわり方】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査
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柔道・剣道・空手・テコンドー・ボクシング (n=118)

アーチェリー・弓道・射撃・クレー射撃 (n=6)

スキー・スノーボード・スケート (n=113)
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パラスポーツ（車いすバスケットボール・車いすテニス等）(n=46)

特に観戦しなかった (n=565)

その他 (n=57)

無回答 (n=18)
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その他
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0.8%

テレビ、ラジオ、
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などで観戦した
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66.9%
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図表20【パラスポーツの実施もしくは観戦状況】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

n=1,833

無回答

27

1.5%

競技団体やチームに所属したり、
大会に出場したりするなど本格

的に実施している

9

0.5%

不定期ではあるが、
実施している

6

0.3%

イベントなどの
競技体験で実施
したことがある

77

4.2%
実施したことは
ないが、観戦し
たことがある

453

24.7%
実施したことも

観戦したこともない

1,261

68.8%

　また、パラスポーツの実施、観戦状況については、「実施したことはないが、観戦したこと
がある」が24.7％、「実施したことも観戦したこともない」が68.8％と、観戦したことがない
割合が非常に高い結果となりました。
　近年、オリンピック・パラリンピックなどを通じてスポーツ観戦への興味関心が高まって
います。オリンピック・パラリンピックのような大規模な大会に限らず、日常的にスポーツ
を観戦することができる機会の充実が課題となっています。

課 題
■スポーツ観戦機会の充実
■スポーツ観戦に関する情報発信
■スポーツを観戦したくても出来ない人へのアプローチ
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図表21【豊島区のスポーツボランティア実施率】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表22【参加してみたいボランティア活動】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査
n=1,833

無回答

27

1.5%

参加したことがあり、今後

も積極的に参加したい

111

6.1%

参加したことは

ないが、機会が

あれば参加したい

675

36.8%

参加したことは

無く、今後も参加

するつもりはない

1,018

55.5%

参加したことが

あるが、今後は

参加するつもり

はない

2

0.1%

n=786

10.3%

5.1%

27.2%

18.4%

61.7%

14.5%

1.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

運動・スポーツの指導 (n=81)

スポーツの審判 (n=40)

スポーツクラブ・団体の運営や手伝い (n=214)

スポーツ施設の管理の手伝い (n=145)

大会・イベントの運営や手伝い (n=485)

わからない (n=114)

その他 (n=8)

無回答 (n=42)

■スポーツを支える
スポーツボランティアの活動状況

現 状
　スポーツに関するボランティア活動への参加については「参加したことがあり、今後も積極
的に参加したい」が6.1％となっており、2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標
値である50％には2025年の時点で届いていない状況です。東京2020オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の開催に向けて、多くの方がスポーツボランティアへの関心を抱き、実際に
行動に移すことが期待されていましたが、新型コロナウイルス感染症の流行による影響を受
け、スポーツボランティアの活動機会が無くなってしまったことが原因として考えられます。
　また、「参加したことは無く、今後も参加するつもりはない」が55.5％となっており、スポー
ツボランティアの活動に関して消極的な結果も出ています。一方で、「参加したことはないが、
機会があれば参加したい」と答えた36.8％の方に、どのようなボランティア活動に参加した
いかを聞いたところ、「大会・イベントの運営や手伝い」が61.7％と最も多くなっています。

　2025年には世界陸上、デフリンピックといった国際的なスポーツイベントが東京で開催さ
れます。大会のレガシーを後世に引き継いでいくためにもスポーツを「支える」取組の普及・
啓発などが大切です。

課 題
■スポーツを「支える」取組の普及・啓発
■スポーツボランティアに関する情報発信
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図表20【パラスポーツの実施もしくは観戦状況】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査
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的に実施している

9

0.5%

不定期ではあるが、
実施している

6

0.3%

イベントなどの
競技体験で実施
したことがある

77

4.2%
実施したことは
ないが、観戦し
たことがある

453

24.7%
実施したことも

観戦したこともない

1,261

68.8%

　また、パラスポーツの実施、観戦状況については、「実施したことはないが、観戦したこと
がある」が24.7％、「実施したことも観戦したこともない」が68.8％と、観戦したことがない
割合が非常に高い結果となりました。
　近年、オリンピック・パラリンピックなどを通じてスポーツ観戦への興味関心が高まって
います。オリンピック・パラリンピックのような大規模な大会に限らず、日常的にスポーツ
を観戦することができる機会の充実が課題となっています。

課 題
■スポーツ観戦機会の充実
■スポーツ観戦に関する情報発信
■スポーツを観戦したくても出来ない人へのアプローチ
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図表21【豊島区のスポーツボランティア実施率】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

図表22【参加してみたいボランティア活動】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査
n=1,833

無回答

27

1.5%

参加したことがあり、今後

も積極的に参加したい

111

6.1%

参加したことは

ないが、機会が

あれば参加したい

675

36.8%

参加したことは

無く、今後も参加

するつもりはない

1,018

55.5%

参加したことが

あるが、今後は

参加するつもり

はない

2

0.1%

n=786

10.3%

5.1%

27.2%

18.4%

61.7%

14.5%

1.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

運動・スポーツの指導 (n=81)

スポーツの審判 (n=40)

スポーツクラブ・団体の運営や手伝い (n=214)

スポーツ施設の管理の手伝い (n=145)

大会・イベントの運営や手伝い (n=485)

わからない (n=114)

その他 (n=8)

無回答 (n=42)

■スポーツを支える
スポーツボランティアの活動状況

現 状
　スポーツに関するボランティア活動への参加については「参加したことがあり、今後も積極
的に参加したい」が6.1％となっており、2015年に策定したスポーツ推進計画で定めた目標
値である50％には2025年の時点で届いていない状況です。東京2020オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の開催に向けて、多くの方がスポーツボランティアへの関心を抱き、実際に
行動に移すことが期待されていましたが、新型コロナウイルス感染症の流行による影響を受
け、スポーツボランティアの活動機会が無くなってしまったことが原因として考えられます。
　また、「参加したことは無く、今後も参加するつもりはない」が55.5％となっており、スポー
ツボランティアの活動に関して消極的な結果も出ています。一方で、「参加したことはないが、
機会があれば参加したい」と答えた36.8％の方に、どのようなボランティア活動に参加した
いかを聞いたところ、「大会・イベントの運営や手伝い」が61.7％と最も多くなっています。

　2025年には世界陸上、デフリンピックといった国際的なスポーツイベントが東京で開催さ
れます。大会のレガシーを後世に引き継いでいくためにもスポーツを「支える」取組の普及・
啓発などが大切です。

課 題
■スポーツを「支える」取組の普及・啓発
■スポーツボランティアに関する情報発信
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図表23【令和５年度 豊島区体力合計点（平均）の推移及び都平均との比較】

出典：指導課作成資料

※図表上：小学６年生、図表下：中学３年生
※ 体力合計点とは、小学校８種目、中学校８種目の記録を男女別に点数化（1 ～ 10 点）し、その合計点を８０点満点で

数値化したもの
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■子どもの体力について
体力調査の結果について

現 状
　コロナ禍の影響で外出する機会が減り自宅で過ごす時間が増えたことにより、近年、子ど
もたちの体力低下が全国的にも課題となっています。
　子どもの体力・運動能力、生活・運動習慣等調査の結果を総合得点で見てみると小学生に
ついては、男子の小学6年生を除いては男女ともに東京都の平均を上回り、中学生について
は、男女ともに豊島区は東京都の平均を下回っています。
　コロナ禍前の合計点と比較すると、小学生・中学生ともに減少しており、コロナ禍以前の
水準には回復できていない状況です。

課 題
■子どもの体力向上にむけた各学校での取組の実施
■子どもがスポーツに触れる機会の創出
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図表24【豊島区が目指す中学生の姿】

出典：豊島区部活動地域連携推進協議会資料

図表25【学校部活動の地域移行を行ううえでの問題、課題】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

n=1,833

37.3%

18.4%

30.3%

49.0%

17.9%

14.1%

10.4%

7.7%

0% 20% 40% 60%

児童生徒の安全上の不安 (n=683)

外部団体、指導者に担ってもらうことに対しての不安 (n=338)

保護者の経済的負担 (n=555)

指導者の確保やレベル (n=899)

既存の習い事、スクールとの区別 (n=329)

地域移行によって学校との関係性が希薄化することの懸念 (n=259)

その他 (n=190)

無回答 (n=142)

＜豊島区部活動改革  検討チーム＞（仮）
・ 地域・学校・豊島区で、中学生の放課後支援を検討し、一人ひとりが自己を存分に表現できる機会を創出します。
・ 希望する全ての生徒たちが部活動に親しみ、ともに高めあう貴重な体験を重ね、持続可能な部活動を構築します。

・地域・関係機関と連携し、地域クラブ活動を推進すること
で、中学生の放課後に多様な活動の場を創出します。
・学校部活動の部活動指導員配置等の環境を整備します。

【豊島区教育委員会】
「豊島区部活動ガイドライン」を踏まえ、生
徒・教員のコンプライアンスを守る新たな
部活動指導の在り方を構築します。

【豊島区立中学校】

放課後に一人ひとりが居
場所を見つけ「主体的・
対話的」な学びとつなが
りにより、生きる力をつ
け、地域コミュニティの
一員として活躍し、継承
していく

【目指す中学生の姿】

企業・団体・大学・区民 × 豊島区

※地域とは、地元企業・団体・大学・区民など、区に関係する機関や人々

■学校部活動地域連携・地域移行について
学校部活動の地域連携・地域移行の推進

現 状
　本区では、学識経験者、PTA 代表、スポーツ・文化芸術関係者、学校関係者と区関係部署
により構成する豊島区部活動地域連携推進協議会を設置し、部活動の在り方や方針などを検
討し、令和6年度現在、「としま地域クラブ」でモデル事業を開始しています。　
　少子化や教員の働き方の見直しにより、生徒たちがスポーツや文化に触れる機会を失わな
いよう、また生涯にわたって必要となる経験を積めるよう「持続可能な部活動」と「多彩な経
験ができる地域クラブ」の両輪で国が示す「部活動改革推進期間（令和5年度～令和7年度）」
を捉え、令和8 年度からは、部活動改革実行期間に向け地域連携・地域移行を推進します。

　どのようなところに地域連携・地域移行の問題や課題があるかについて、本区での意識調
査の結果を見てみると、「指導者の確保やレベル」が49％と最も高く、次いで「児童生徒の安全
上の不安」が37.3％となっています。教員実態調査や生徒・保護者に向けたアンケートの結
果などを参考にして、地域連携・地域移行についての理解を深め、より実効性のある推進体
制を構築していくことが重要です。

課 題
■部活動の地域連携・地域移行についての理解
■部活動改革推進期間以降の推進体制の具体的な検討
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図表23【令和５年度 豊島区体力合計点（平均）の推移及び都平均との比較】

出典：指導課作成資料

※図表上：小学６年生、図表下：中学３年生
※ 体力合計点とは、小学校８種目、中学校８種目の記録を男女別に点数化（1 ～ 10 点）し、その合計点を８０点満点で

数値化したもの

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.7 61.0 

59.9
59.1 59.4

60.2 60.3
59.6

58.9 58.9

56.5
57
57.5
58
58.5
59
59.5
60
60.5
61
61.5
62

H29 H30 R1 R3 R4 R5

６年生男子区平均 ６年生男子都平均

(点) 

62.0 62.0 

60.9 
60.4 

61.0 

60.2 61.4 61.4 

61.1 

60.0 

59.6 

58.0
58.5
59.0
59.5
60.0
60.5
61.0
61.5
62.0
62.5

H29 H30 R1 R3 R4 R5

６年生女子区平均 ６年生女子都平均

(点) 

49.3 49.2
49.8

46.5

47.9
48.2

47.8

47.2

47.2

46

46.5

47

47.5

48

48.5

49

49.5

50

H29 H30 R1 R3 R4 R5

３年生男子区平均 ３年生男子都平均

(点) 

50.6

53.1

51.4

50.1

48

51.1
51.8

51.7

50.5
49.8

49.2

46
46.5
47
47.5
48
48.5
49
49.5
50
50.5
51
51.5
52
52.5
53
53.5

H29 H30 R1 R3 R4 R5

３年生女子区平均 ３年生女子都平均

(点) 

47.0 47.7 

47.6 

58.5 

58.9 

47.4 

59.6 

■子どもの体力について
体力調査の結果について

現 状
　コロナ禍の影響で外出する機会が減り自宅で過ごす時間が増えたことにより、近年、子ど
もたちの体力低下が全国的にも課題となっています。
　子どもの体力・運動能力、生活・運動習慣等調査の結果を総合得点で見てみると小学生に
ついては、男子の小学6年生を除いては男女ともに東京都の平均を上回り、中学生について
は、男女ともに豊島区は東京都の平均を下回っています。
　コロナ禍前の合計点と比較すると、小学生・中学生ともに減少しており、コロナ禍以前の
水準には回復できていない状況です。

課 題
■子どもの体力向上にむけた各学校での取組の実施
■子どもがスポーツに触れる機会の創出
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図表24【豊島区が目指す中学生の姿】

出典：豊島区部活動地域連携推進協議会資料

図表25【学校部活動の地域移行を行ううえでの問題、課題】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

n=1,833
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49.0%
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7.7%

0% 20% 40% 60%

児童生徒の安全上の不安 (n=683)

外部団体、指導者に担ってもらうことに対しての不安 (n=338)

保護者の経済的負担 (n=555)

指導者の確保やレベル (n=899)

既存の習い事、スクールとの区別 (n=329)

地域移行によって学校との関係性が希薄化することの懸念 (n=259)

その他 (n=190)

無回答 (n=142)

＜豊島区部活動改革  検討チーム＞（仮）
・ 地域・学校・豊島区で、中学生の放課後支援を検討し、一人ひとりが自己を存分に表現できる機会を創出します。
・ 希望する全ての生徒たちが部活動に親しみ、ともに高めあう貴重な体験を重ね、持続可能な部活動を構築します。

・地域・関係機関と連携し、地域クラブ活動を推進すること
で、中学生の放課後に多様な活動の場を創出します。
・学校部活動の部活動指導員配置等の環境を整備します。

【豊島区教育委員会】
「豊島区部活動ガイドライン」を踏まえ、生
徒・教員のコンプライアンスを守る新たな
部活動指導の在り方を構築します。

【豊島区立中学校】

放課後に一人ひとりが居
場所を見つけ「主体的・
対話的」な学びとつなが
りにより、生きる力をつ
け、地域コミュニティの
一員として活躍し、継承
していく

【目指す中学生の姿】

企業・団体・大学・区民 × 豊島区

※地域とは、地元企業・団体・大学・区民など、区に関係する機関や人々

■学校部活動地域連携・地域移行について
学校部活動の地域連携・地域移行の推進

現 状
　本区では、学識経験者、PTA 代表、スポーツ・文化芸術関係者、学校関係者と区関係部署
により構成する豊島区部活動地域連携推進協議会を設置し、部活動の在り方や方針などを検
討し、令和6年度現在、「としま地域クラブ」でモデル事業を開始しています。　
　少子化や教員の働き方の見直しにより、生徒たちがスポーツや文化に触れる機会を失わな
いよう、また生涯にわたって必要となる経験を積めるよう「持続可能な部活動」と「多彩な経
験ができる地域クラブ」の両輪で国が示す「部活動改革推進期間（令和5年度～令和7年度）」
を捉え、令和8 年度からは、部活動改革実行期間に向け地域連携・地域移行を推進します。

　どのようなところに地域連携・地域移行の問題や課題があるかについて、本区での意識調
査の結果を見てみると、「指導者の確保やレベル」が49％と最も高く、次いで「児童生徒の安全
上の不安」が37.3％となっています。教員実態調査や生徒・保護者に向けたアンケートの結
果などを参考にして、地域連携・地域移行についての理解を深め、より実効性のある推進体
制を構築していくことが重要です。

課 題
■部活動の地域連携・地域移行についての理解
■部活動改革推進期間以降の推進体制の具体的な検討
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図表26【区立スポーツ施設の利用に際し、どのようなことを望むか】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査

n=1,833
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24.9%

25.4%

21.0%
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10.1%

17.1%

13.3%

10.5%

13.2%

22.4%

4.9%

8.9%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

施設数、設備の増加 (n=735)

設備の最新化 (n=457)

利用料金の検討 (n=465)

短時間でも利用できるきめ細かな利用時間の設定 (n=385)

営業時間の延長 (n=322)

優れた指導者の配置 (n=185)

スポーツ教室の充実 (n=314)

健康・体力相談の実施 (n=243)

受付スタッフの丁寧な接客 (n=192)

高齢者や障害者に配慮した設備 (n=242)

利用手続きの簡素化、電子化 (n=411)

アフタースポーツ施設の拡充 (n=89)

その他 (n=164)

無回答 (n=141)

■スポーツ施設について
スポーツ施設の老朽化

現 状
　現在、豊島区では区内8か所、区外2か所の合計10か所のスポーツ施設があります。令和
6年10月1日には新規施設となる「千早スポーツフィールド」がオープンし、サッカーの国際
規格に対応した運動場、庭球場、管理棟や駐車場を備えた屋外スポーツ施設が誕生しました。
　一方で、スポーツ施設の老朽化も課題となっています。最も古い総合体育場をはじめ、半
数以上が昭和の年代に開設した施設であり、現在に至るまでに改修を行っている施設も複数
あります。スポーツ施設の利用に際してどのようなことを望むかについて、意識調査の結果
を見てみると、「施設数、設備の増加」が40.1%と最も多く、「利用料金の検討」に次いで、「設備
の最新化」が24.9%と3番目に多い要望となっています。今後施設の計画的な整備を進めな
がら、スポーツの実施環境を整えていくことが課題となっています。

課 題
■区立スポーツ施設の計画的な整備
■誰でも使いやすい施設への改修
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　巣鴨体育館 （昭和47年12月17日開設）  豊島区巣鴨3－8－7

競技場
バスケットボール1面
バレーボール1面
バドミントン4面
卓球16台

多目的室
ヨガ
太極拳
ピラティス
フラダンス 等

トレーニングルーム
トレーニングマシーン
を多数設置

温水プール
25ｍプール5コース

（水深1.1 ～ 1.3ｍ）

 JR「大塚駅」北口 徒歩10分　JR「巣鴨駅」北口 徒歩10分
 なし

補助救援センター

東武東上線東武東上線

埼京線埼京線 西巣鴨西巣鴨

山手線山手線

南北線南北線

都営三田線都営三田線

丸ノ内線丸ノ内線
有楽町線有楽町線

都電
荒川線
都電
荒川線

副都心線副都心線

駒込駒込
巣鴨巣鴨

西武池袋線西武池袋線

東長崎東長崎

椎名町椎名町

千川千川

要町要町

池袋池袋

東池袋東池袋
新大塚新大塚

大塚大塚

下板橋下板橋

北池袋北池袋

目白目白 雑司が谷雑司が谷

千川通り千川通り

目白通り目白通り

山手通り山手通り

川越街道川越街道

明治通り明治通り

春日通り春日通り

白山通り白山通り

要町通り要町通り

1

2

3

4

5

6

7 8
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南長崎スポーツセンター南長崎スポーツセンター

千早スポーツフィールド千早スポーツフィールド

豊島体育館豊島体育館

※上記の地図は豊島区内のスポーツ施設のみ記載しています。 

1

４．豊島区のスポーツ実施環境

■豊島区のスポーツ施設
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図表26【区立スポーツ施設の利用に際し、どのようなことを望むか】

出典：豊島区民のスポーツに関する意識調査
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の最新化」が24.9%と3番目に多い要望となっています。今後施設の計画的な整備を進めな
がら、スポーツの実施環境を整えていくことが課題となっています。

課 題
■区立スポーツ施設の計画的な整備
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　西巣鴨体育場 （昭和59年2月1日開設）  豊島区西巣鴨４－22－19

弓射場（洋弓専用）
50m・５的
※ 区アーチェリー協会の認

定を受けた方のみご利用
できます。

庭球場
テニスコート　2面
人工芝
※照明なし

   都営三田線「西巣鴨駅」徒歩3分
都電荒川線「西ヶ原四丁目駅」 徒歩2分  なし

　池袋スポーツセンター （平成11年7月11日開設）  豊島区上池袋２－５－１（９階受付）

温水プール（11階）
２５ｍプール×4コース
※2時間フリータイム制

トレーニングルーム
（10階）
トレーニングマシーンを
多数設置

スタジオ（10階）
各種プログラム
レッスン開催

武道場（8階）
畳面100帖
板面100帖
サンドバック2機

     JR・東京メトロ丸ノ内線・有楽町線・副都心線・西武池袋線・
東武東上線　「池袋駅」 東口　徒歩7分

  国際興業バス池07系統「健康プラザとしま」 徒歩1分

 なし

一時滞在施設

　総合体育場 （昭和23年10月1日開設）  豊島区東池袋４－41－30

野球場
2面　
人工芝
※照明あり

庭球場
テニスコート　4面
人工芝
※照明あり

弓射場
30ｍ・5的
※ 経験問わず初回ご利用時

は、指導員による指導受
講が必要です

体育室
卓球
フィットネス教室

   JR「大塚駅」南口 徒歩10分　都電荒川線「向原駅」 徒歩5分   普通自動車19台

2

3

4

24

　雑司が谷体育館 （昭和62年10月1日開設）  豊島区雑司が谷３－１－７

競技場
バスケットボール1面
バレーボール2面
バドミントン4面
卓球16台

体育室
エアロビクス 
ヨガ 
体操 
柔道 等 

温水プール
25ｍプール×5コース 

     東京メトロ副都心線「雑司が谷駅」　出口２直結　
JR「目白駅」 徒歩 10分

　　 JR・東京メトロ丸ノ内線・有楽町線・副都心線・西武池袋線・
東武東上線　「池袋駅」 東口　徒歩 13分

  普通自動車21台
（内車いす専用1台）

　南長崎スポーツセンター （平成25年4月1日開設）  豊島区南長崎4－13－5

競技場（３階）
バスケットボール1面
バレーボール1面
バドミントン4面
卓球12台

温水プール（１階）
25ｍプール×8コース

（水深1.0 ～ 1.35ｍ）

トレーニングルーム（4階）
トレーニングマシーン
を多数設置

スタジオ（２階）
各種レッスン
プログラム開催

     都営大江戸線「落合南長崎駅」 徒歩2分
西武池袋線「東長崎駅」 徒歩10分

  普通自動車18台
（内車いす専用2台）

救援センター

5

6
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東武東上線　「池袋駅」 東口　徒歩 13分

  普通自動車21台
（内車いす専用1台）
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　千早スポーツフィールド （令和6年10月1日開設）  豊島区千早４－８－19

運動場
人工芝1 面
サッカー
ラグビー
少年野球　等
※照明あり

庭球場
テニスコート　2面
人工芝
※照明あり

     東京メトロ有楽町線・副都心線「千川駅」 徒歩９分
東京メトロ有楽町線・副都心線「小竹向原駅」 徒歩９分
西武池袋線「江古田駅」 徒歩10分

  普通自動車9台、
マイクロバス2台

補助救援センター

　豊島体育館 （昭和42年9月16日開設）  豊島区要町３－47－８

競技場
バスケットボール2面
バレーボール2面
バドミントン8面
卓球24台

体育室
４ｍ×14ｍの
一面鏡張り

トレーニングルーム
トレーニングマシーン
を多数設置

     東京メトロ有楽町線・副都心線「千川駅」徒歩3分

   国際興業バス（池袋駅西口→日大病院）　「千川駅」徒歩３分

  普通自動車10台

救援センター

　荒川野球場（区外） （昭和52年11月12日開設）  板橋区新河岸３丁目荒川河川敷内

野球場 
2面
内野クレー
外野天然芝
※照明なし

 都営三田線「新高島平駅」徒歩10分  土・日・祝日のみ

7

８

9
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　三芳グランド（区外） （平成6年4月15日開設）  埼玉県入間郡三芳町上富382－１

野球場
2面
内野クレー
外野天然芝
※照明なし

運動場
１面
サッカー
フットサル
ラグビー
ゲートボール　等

庭球場
テニスコート　6面
人工芝　
※照明あり

     東武東上線「鶴瀬駅」西口下車

    ライフバス鶴瀬駅西口→三芳中学校前（約15分） 徒歩3分
  普通自動車55台

 ※令和7年3月時点での内容です。

救援センター

地震等の災害により、自宅にいることのできなくなった
方々が、避難生活をするための施設として指定されている
ものです。被災者に対して情報提供や医療救護等の様々な
応急活動を行う拠点でもあります。

補助救援センター
救援センターで避難者を収容しきれなかった場合に開設す
る、補助的な救援センターです。

一時滞在施設  

地震等の大規模災害発生時に公共交通機関が運行停止する
等により、学校や職場等の行き場がない帰宅困難者を一時
的に受け入れる施設のことです。区では、池袋駅周辺の施
設を中心に、一時滞在施設の確保を進めています。

10

■区立スポーツ施設の災害時の役割について
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2面
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外野天然芝
※照明なし

 都営三田線「新高島平駅」徒歩10分  土・日・祝日のみ

7

８

9
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　三芳グランド（区外） （平成6年4月15日開設）  埼玉県入間郡三芳町上富382－１

野球場
2面
内野クレー
外野天然芝
※照明なし

運動場
１面
サッカー
フットサル
ラグビー
ゲートボール　等

庭球場
テニスコート　6面
人工芝　
※照明あり

     東武東上線「鶴瀬駅」西口下車

    ライフバス鶴瀬駅西口→三芳中学校前（約15分） 徒歩3分
  普通自動車55台

 ※令和7年3月時点での内容です。

救援センター

地震等の災害により、自宅にいることのできなくなった
方々が、避難生活をするための施設として指定されている
ものです。被災者に対して情報提供や医療救護等の様々な
応急活動を行う拠点でもあります。

補助救援センター
救援センターで避難者を収容しきれなかった場合に開設す
る、補助的な救援センターです。

一時滞在施設  

地震等の大規模災害発生時に公共交通機関が運行停止する
等により、学校や職場等の行き場がない帰宅困難者を一時
的に受け入れる施設のことです。区では、池袋駅周辺の施
設を中心に、一時滞在施設の確保を進めています。

10

■区立スポーツ施設の災害時の役割について
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■学校開放
　区立小・中学校の校庭・体育館・教室等の施設を学校教育に支障のない範囲で開放し、生
涯学習の振興、開かれた学校づくり及び地域コミュニティの形成に寄与することを目的とし、
区内小・中学校で学校開放を行っています。個人開放と団体開放に分かれており、個人開放
は区内小学校22校、団体開放は区内小学校22校と区内中学校8校を開放しています。基本
的に平日の授業終わりから午後6時までと土曜・日曜・祝日の午前10時から午後6時を開放
時間としています。

■区立スポーツ施設の開放
　子どもの居場所・遊び場づくりの一環として、スポーツ施設の一般開放を行っています。子
どもたちの健全な成長に不可欠な子どもの遊び環境を整え、安全で安心して過ごせる居場所・
遊び場を充実させることで、子どもが自ら選択した場所でかけがえのない時間を過ごせるこ
とを目的とし、下記の区立スポーツ施設で開放を行っています。

屋外施設：通年（夏季期間と休館日を除く）

施設名 室場 曜日 時間

総合体育場 野球場 金 16時～ 18時

南長崎スポーツセンター 多目的広場 火・木 14時30分～ 16時30分

千早スポーツフィールド 運動場 金（第１、第３） 15時～ 17時

屋内施設：夏季期間（休館日を除く）のみ

施設名 室場 曜日 時間

豊島体育館 競技場 月・水・金 9時～ 12時

巣鴨体育館 競技場 月・木（隔週） 9時～ 12時

雑司が谷体育館 競技場 火・水・木・金 9時～ 12時

南長崎スポーツセンター 競技場 火・木 9時～ 12時

 ※上記曜日や時間は令和7年3月時点での内容です。
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スポーツ施設の一般開放の様子（南長崎スポーツセンター）

年齢区分 基本料金 免除後料金

小・中学生 ２００円 ０円

高校生相当 ４００円 ０円

■子どものスポーツ施設使用料の無料化
　令和6年7月より、区内在住の小学生、中学生、高校生相当（18歳の年度末まで）の方が区
立スポーツ施設を個人で利用する際の使用料を免除（無料化）する取組を開始しました。子ど
もたちがスポーツ施設を利用しやすい環境を整え、気軽に運動やスポーツに親しむことので
きる機会を提供します。

下記施設が無料で利用できます。

施設名 利用区分

巣鴨体育館 競技場、トレーニングルーム、プール

西巣鴨体育場 弓射場

池袋スポーツセンター トレーニングルーム、プール

総合体育場 体育室、庭球場、弓射場

雑司が谷体育館 競技場、体育室、プール

南長崎スポーツセンター 競技場、トレーニングルーム、プール

豊島体育館 競技場、トレーニングルーム

（注意点）
・無料で利用するには申請が必要となります。
・小学生がプールの単独利用をする場合は泳力認定が必要です。
・トレーニングルームは高校生相当からの利用となります。
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豊島区スポーツ協会旗 定期総会の様子
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５．豊島区で活動しているスポーツ関連団体
　本区におけるスポーツ・レクリエーション活動を振興・普及することを目的に、様々なス
ポーツ関連団体が活動しています。

■特定非営利活動法人　豊島区スポーツ協会
　昭和23年の発足以降、広く区民を対象としたスポーツ振興、健康体力づくり、競技力向上
およびスポーツ文化に関する事業を続けています。区民スポーツ大会、東京都スポーツ大会、
友好親善スポーツ交流大会などの各種大会やスポーツに関するイベントの開催、生涯スポー
ツ推進事業、スポーツ少年団育成事業などの管理、運営を通じて、幅広いスポーツ・レクリ
エーションの振興・普及に努めています。
　令和6年4月に「豊島区体育協会」から「豊島区スポーツ協会」に名称を変更しました。令和
6年度現在、同協会は加盟団体が30競技団体、育成団体が2団体となっています。
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バウンドテニス グラウンド・ゴルフ

としまスポーツまつり スポーツ推進委員研修会の様子

■豊島区レクリエーション協会
　昭和39年の設立以降、本区のスポーツ・レクリエーションの推進や生涯スポーツの発展を
目的に、各団体が大会や講習会の管理、運営を行っています。区民ラジオ体操大会、区民親子
ハゼ釣り教室、区民歩こう会、区民ウォーキング大会、秩父交流レクリエーション大会、区
民バスハイクなどの活動実績があり、生涯を通じたスポーツ・レクリエーションの振興・普
及に努めています。
　令和6年度現在、加盟団体は6団体となっています。

加盟団体：６

ラジオ体操連盟 釣友連合会 歩こう会

歌謡連盟 バウンドテニス協会 グラウンド・ゴルフ協会

■豊島区スポーツ推進委員
　スポーツ基本法に基づき、区におけるスポーツ推進の担い手として、本区が委嘱する非常勤
職員です。区民へのスポーツ・レクリエーションの普及振興のため、スポーツ・レクリエー
ションの実技指導、事業への協力や指導、助言などを行っています。企画部、事業部、広報
部の３部会に分かれています。としまスポーツまつりをはじめ、ハイキング、ウォーキング、
ボッチャ教室、ニュースポーツ体験会などの事業を行っています。
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豊島区スポーツ協会旗 定期総会の様子
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西巣鴨中学校地域スポーツクラブ
（サッカーの様子）

地域総合型椎の美スポーツクラブ
（親子ふれあい体操教室の様子）

■総合型地域スポーツクラブ
　豊島区内の学校や施設を拠点として活動しています。令和6年度現在、本区では西巣鴨中
学校地域スポーツクラブと地域総合型椎の美スポーツクラブの２つのクラブが活動していま
す。
　西巣鴨中学校地域スポーツクラブでは、幼児・小学生から社会人までを対象に学校休日の
土曜日に毎月1、2回活動を行っており、野球、サッカー、ヨガ、バレーボールなどの種目が
あります。
　地域総合型椎の美スポーツクラブでは、親子ふれあい体操教室、スポーツにチャレンジ、シ
ニアソフトボール教室、お正月スポーツ広場など、年間を通して、世代を問わず誰もが参加
することができる事業を開催しています。

クラブ数：２

西巣鴨中学校地域スポーツクラブ 地域総合型椎の美スポーツクラブ
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